


【概要版】

この子らと世に光を
～ 「滋賀の教育大綱」の策定にあたって ～

　まずは子どもたちに、この大綱に込められた思いを伝えたいと思います。
　みなさんは、一人ひとりがかけがえのない大切な存在です。みなさんが今を大切
にし、将来に向かって夢を持ち、可能性を広げていくことができるようにするための
教育とはどのようなものか、いろいろな方と議論し、この大綱をつくりました。

　そして、私たち大人たちは、「子ども・子ども・子ども」の視点をしっかりと共有
し、誰一人取り残さずに連携していこうと呼びかけたいと思います。
　私たちが目指すのは、子どものために、子どもとともにつくる県政です。日々の学
びや生活を通じて自分自身を形作っていく子どもたちは、一人ひとりが個性を備えた
主体であり、社会の大切な構成員であり、未来への希望です。
　社会が抱える課題は多様化・複雑化していると指摘されますが、私たちが直面する
こうした状況は、一方では可能性と挑戦の機会でもあると捉えることができるのでは
ないでしょうか。誰にも当たり前とされてきた価値観から、新しい豊かさの追求へと
歩んでいく、そのための鍵となるのが教育です。ぜひ私たち大人も、社会の変化の中
で学び続け、子どもの成長のためにできることを、一つずつ見つけて実践してまいり
ましょう。

これまでの３年間、私たちは新型コロナウイルス感染症との闘いを経験してきま
した。学校や地域で、みなさんでともに学ぶことができないという辛い経験がありま
した。こうした経験を通じて、私は、一人ひとりが、その弱さも含めて大事にされる
社会こそ、実は住みよい社会ではないのかと考えるようになりました。
　学びを通じて「わかった！」、「できた！」と喜びを実感することは、とても大事
なことだと思います。しかし、学びの喜びが実感されるようになるためには、学校や
地域社会において、誰もが大事にされ、「わからない」、「助けて」と弱さを表し、
受け止めてもらうことができる環境が不可欠だと思います。そうした環境づくりに向
けて、この大綱では、すべての人が愛情をもって子どもたちの生きる力を育むという
考え方をすべての教育活動に反映させました。

私たちが暮らし学ぶ滋賀県には、日本最大の湖・琵琶湖をはじめ、里山などの山々、
森林、川などの豊かな自然があります。また、田畑などの自然の中での暮らしの営み
があり、先人が紡いできた多彩な歴史と文化や、多様な人々の活躍に支えられた地域
社会があります。こうした滋賀県ならではの豊富な地域資源に親しみ、体感する学び
は、これからも大事にしていきたいと思います。



　子どもたちの知・徳・体をはじめ、「夢と生きる力」の育成には、これまでも注力
してきた「読み解く力」や「学ぶ力」の向上の視点をしっかりと継承しながら、「個別
最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な推進などの視点を加味して、一層の充実
を図ります。特に、学習者である子どもたちを主体に置き、一人ひとりに寄り添い、
子どもたち自身の視点を生かすことを重視して、取組を進めます。

　多忙が指摘される中にあって、子どもたちの学びを支える教職員のみなさんに寄り
添った取組を展開し、その笑顔を増やし、やりがいを高め、一層、力を発揮していた
だける環境をつくります。また、子どもたちの安全・安心の確保や、教育分野のデジタ
ルトランスフォーメーション(ＤＸ)の推進、特別な支援を必要とする子どものニーズ
に応える取組、各教育段階の学びをつなげる取組など、学びの環境を充実していき
ます。

私は、「人は人の中で人となる」という考え方を大切にしたいと思っています。新型
コロナウイルス感染症との闘いを経験してきた私たちは、人と人とのつながりの大事
さを再確認することができました。生涯を通じた学びにみなさんで関わる取組を通じ
て、一人ひとりの人生の充実や、みなさんの幸せの実現につなげます。
　一方、学びたいという意欲を持っていても、その実現が困難な環境にある方々がお
られます。地域でともに暮らす、外国にルーツがある方々がおられます。このような
状況にある子どもたちの多様な学びの機会と安心して成長できる居場所を確保するた
めに、県の施策を総合的に推進します。また、福祉分野なども含め、社会のみなさん
と連携し、それぞれの専門性を発揮して支えていきます。こうした取組を通じて、
すべての人に居場所と出番のある、誰一人取り残されることのない社会の実現を目指
します。

　最後に、「滋賀の教育大綱」の策定にあたり、貴重な御意見、御協力を賜りました
県民の皆様、関係各位に心より御礼申し上げます。子どもたちの今と未来が希望に満
ち、光り輝くものとなるように、ウェルビーイング、すなわち「三方よし」で幸せが
育まれる滋賀県になるように、私もみなさんとともに「未来を拓く心豊かでたくまし
い人づくり」に取り組んでまいります。

　さあ、みなさん、いっしょにがんばりましょう！  

　令和５年12月26日

滋賀県知事



滋賀の教育大綱（第４期滋賀県教育振興基本計画）について

◆子どもたちが社会の中心になって活躍する
　　　　　　　　　　　2040年以降の未来社会を見据えると・・・

◆時代の変化にたくましく向き合い、持続可能な社会づくりに参画する人づくりのため、
　令和６年４月から５年間の本県教育の方針と教育施策の体系を示す「滋賀の教育大綱
（第４期滋賀県教育振興基本計画）」を策定しました。

「三方よし」で幸せ育む滋賀の教育
「ウェルビーイング」の考え方とも共通する、本県ゆかりの教え「三方よし」で、教育
を通じて、子ども一人ひとりの幸せや、教職員や子どもの家庭等における幸せ、みんな
が幸せな地域づくりを目指します。

サブテーマ

未来を拓く心豊かでたくましい人づくり
「夢と生きる力」を源とする豊かな人間性や社会性とたくましさを持ち、主体的に未来
社会の形成に参画するとともに、生涯にわたり学び続ける人づくりを目指します。

基本目標

（１）すべての人が愛情をもって取り組む教育
　　　　社会のみんなが、愛情をもって教育に取り組むことを目指します。
（２）学習者が主体の教育
　　　　一人ひとりの学習者を学習の主役と位置付け、学びを支援します。
（３）滋賀に学ぶ教育
　　　　自然・歴史・文化をはじめとする地域資源に学びます。

全体的な方向性

Volatility
（変動性）

Uncertainty
（不確実性）

Complexity
（複雑性） Ambiguity

（曖昧性）

の時代

可能性と挑戦の機会



　教育施策を３つの柱に体系化し、総合的に推進します。柱Ⅰでは、一人ひとりの子どもを、
未来社会を支えていく主体として育む取組を推進します。柱Ⅱでは、多様化・複雑化する社会の
状況を踏まえ、子どもたちの学びの基盤を切れ目なく支えていくための取組を推進します。柱Ⅲ
では、社会全体を学びの当事者と捉え、みんなで学びに関わるとともに、学びを支えるための
取組を推進します。

　知・徳・体の育成をはじめ、社会をけん引することができる資質を育成することで、学ぶ力
を向上し、「夢と生きる力」を育みます。また、体験活動や部活動など、子どもたちの多様な
学びの機会をつくります。

夢と生きる力を育む柱Ⅰ

（１）知・徳・体を育む
①確かな学力の育成
【主な取組】
●基礎的・基本的な知識や技能の定着
●読み解く力の育成
●探究的に学ぶ力の育成
●カリキュラム・マネジメントや教科等横断的
　な学びの充実

③健やかな体の育成
【主な取組】
●学校体育を中心とした運動の習慣化の促進
●保健教育および学校保健の推進
●食育の推進

②豊かな心の育成
【主な取組】
●子どもの権利の尊重・利益の擁護
●自尊感情の育成
●コミュニケーション能力の育成
●道徳教育の推進
●人権教育の推進

（２）主体的に社会へ参画できる資質能力を育む
①社会参画・社会貢献意識の育成
【主な取組】
●主権者教育等の推進
●外国語教育の充実およびグローバル社会で活
　躍するための学びの充実
●キャリア教育、起業家教育(アントレプレナー
　シップ教育)の推進
●社会的な課題に関する教育の推進

②情報活用能力の育成
【主な取組】
●ＩＣＴを主体的に活用できる態度の育成
●情報モラル教育の充実
●プログラミング的思考の育成

（３）多様な学びの機会をつくる
①滋賀に学ぶ体験活動等の推進
【主な取組】
●滋賀の豊かな自然・歴史・文化に親しむ学び
　の推進
●地域社会を教育資源とした学びの推進

②部活動の持続可能で適切な運営への支援
【主な取組】
●適切な部活動指導の実施
●部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行

教育施策の体系と主な取組 



　学校教育の基盤である教職員を支え、資質能力の向上を支援します。また、子どもたちが
安心して快適に学べる環境づくりや、「この子らを世の光に」の考えに基づいた社会的包摂な
ど多様な教育ニーズへの対応、成長過程の学びを円滑につなげる取組など、子どもを真ん中に
置き、学びの基盤を切れ目なく支えます。

学びの基盤を支える柱Ⅱ

（２）安心して学び、能力を発揮できる環境をつくる
①子どもの心理的安全性の確保
【主な取組】
●いじめ防止対策の徹底
●子どものメンタルヘルスへの対応
●学校内外の相談体制の整備

②学校安全の推進
【主な取組】
●学校生活の安全確保に向けた取組の推進
●防災教育・防犯教育の推進

③教育ＤＸの推進
【主な取組】
●１人１台端末環境の安定的な運用
●教育活動へのＩＣＴ活用の推進
●一人ひとりに配慮したＩＣＴの利活用

④学校施設の教育環境の整備
【主な取組】
●県立学校施設の計画的な整備

（１）教職員を支え、教育力を高める
①働き方改革を通じた笑顔あふれる学校づく
　りの推進
【主な取組】
●学校における働き方改革の推進
●多様な人材の学校運営への参画
●教職員のワーク・ライフ・バランスの確保
●教職員の健康管理の推進

②教職員の資質能力の向上
【主な取組】
●教員人材の確保
●教職員の人材育成

（３）多様な教育ニーズに対応する
①特別支援教育の充実、インクルーシブ教育
　システムの構築の推進
【主な取組】
●切れ目のない指導・支援
●多様な学びの機会の確保
●就学先の選択と相談

③私学教育の振興
【主な取組】
●私立学校の安定的な運営への支援
●私立高等学校等に在籍する生徒の保護者の
　経済的負担の軽減

②魅力ある県立高等学校づくりの推進
【主な取組】
●各県立高等学校の魅力化の推進
●産業教育の充実
●地域との連携の推進

（４）学びを円滑につなげる
①幼児教育・保育の充実および小学校
　教育との円滑な接続
【主な取組】
●幼稚園教諭等の指導力の向上
●幼児教育・保育と小学校教育との円滑な接続
　の推進

②大学、県立高等専門学校等の高等教育機関
　との連携や接続
【主な取組】
●高等教育機関との連携の推進
●高等教育機関への円滑な接続の推進








